
令和７年度補助事業の概要
（公益財団法人 日本海事広報協会）

１ 「海の日」「海の月間」広報

｢海の日｣｢海の月間｣関連行事広報
「海の日」や「海の月間」を広く一般に周知広報するため、９省庁３９団体で構成され

る「海の月間推進委員会」で集約した「海の日」・「海の月間」に行われるイベント情報
をとりまとめ、当会Ｗｅｂサイト等で周知するとともに、全国１１地方海事広報協会が制
作するイベントガイダンスなどで幅広く周知活動を行った。
中央では「海の日」の趣旨を周知するとともに、海に親しみ、海へ出向いてもらうこと

を目的に、ＳＮＳ（X、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ）等を用いたフォトコンテストを新たに実施。
応募総数：３,３５８作品

「うみの2025」募集チラシフォトコンテスト

「うみのフォトコンテスト2025」
読売KODOMO新聞広告掲載

地方海事広報協会制作 イベントガイダンス 海の月間推進委員会 イベント情報ページ

うみのフォトコンテスト結果発表



２ 海事知識啓発

（１）船との出会い
乗船体験・海事産業関連施設の見学会
全国11地方海事広報協会の協力のもと、全国各地において乗船体験や、船舶、造船所、

港湾施設等の見学会や海事産業をテーマにした出前授業を実施。
令和７年度の実施は１５５開催、参加者１０,９２８名。

練習船「大成丸」見学会 練習船「若鳥丸」体験乗船 水素燃料電池船「まほろば」
乗船体験

（２）ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞
全国の小中高校生を対象に、海運や造船など海事産業に関わる調査・取材を行い、新聞

形式にまとめた作品を募集し表彰する。国土交通大臣賞を授与。
令和７年度の応募は、１,５３１作品。

展示会：TOKYOミナトリエ大臣賞決定：金子国土交通大臣 国土交通大臣賞授与式

２０２５ジュニア・シッピング・
ジャーナリスト賞入賞作品集

国土交通大臣賞小学生部門
「海の工事船新聞」
聖ドミニコ学院小学校6年

阿部 英明

国土交通大臣賞中高校生部門
「敦賀港～It looked like heaven,too ～」

宝仙学園順天堂大学系属
理数インター中学校 3年

西村 亮祐



（３）海洋教育普及事業
①海の仕事へのパスポート（小中学生向け海洋キャリア教育）
「海に関わる仕事」を知り、海洋・海事産業に対する理解を深め、関心を高めること

を目的に、同産業の現場で働く人を講師に迎え、小中学生を対象にセミナーを開催。
また、自治体等との協力により放課後子ども教室や児童館において、海や船、または

そこに関わる仕事を紹介する海洋教室を実施。
令和７年度：２７回開催、参加者１,９５５名。

江東きっずクラブ北砂 海洋教室

②海洋・海事教育の実施に向けた、教育関係者向けの周知活動
教育関係者を対象とした海事施設見学会等を実施。
また、全国社会科研究協議会全国大会へのブース出展などの活動を通して教育関係者

向けの広報活動を行っている。

中央区立小学校教育会 社会科部
海事施設見学会

全国社会科研究協議会全国大会

千葉市教育研究会社会科部海事勉強会 川口市小中学校社会科教諭 海事施設見学会

稲毛小学校 海の仕事へのパスポート大泉中学校 海の仕事へのパスポート

数矢小学校 海の仕事へのパスポート

数矢小学校 海の仕事へのパスポート



③社会科向けデジタル教材の利用促進
令和３～５年度にかけて制作したデジタル教材を小学校の社会科教諭を対象に周知。
また、教育系YouTuber葉一（はいち）氏を起用して制作した、海事産業に関する

授業動画を引き続き当協会Ｗｅｂサイトにおいて公開。



（４）海事広報資料の制作・配布
広く一般の方々に、海事に対して興味や関心を持ち、理解を深めてもらうために広

報資料を制作・配布。
①「ＳＨＩＰＰＩＮＧ ＮＯＷ 日本の海運」

②「海と船のコンテンツガイド」

③「海のおしごとガイド」
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